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ソ
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キ
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憤
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子
博
士
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太
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貨

幣
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質
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使
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摂
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伊
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ダ

y
ピ
ン
グ
の
理
論

第
四
十
六
巻

七
/、

第
五
披

タe

理
さt‘
民間

::/ 

レ」

ι) 

;，./ 

グ

岡

倉

伯

士

自

~: 

一一九五三 一
、、、

耳主ダ斜f
完 ν
三;>，ピ
多 ン
占 グ
の 慣
下格 官
j亡尻〉

於決
け 定
る (1)

ダ!
ン~

J.!J. ヒ.
日上
L前
〆強

所
載

二、

r
ン
ピ
ン

r
の
前
提
保
件

四、

r
yピ
ン
グ
償
格
の
決
定

ω

六

、

結

言

四

ダ
ン
ピ
ン
グ
償
措
の
決
定
例

以
上
の
膏
K

の
分
析
は
、
従
来
何
等

ω輪
出
を
も
行
は
友
か
っ
た
凋
占
者
が
最
初
か
ら
差
別
債
格
輸
出
政
策
を
採
用
す
る
と
言
ふ

想
定
か
ら
出
費
し
て
ゐ
た
。
い
ま
五
H
L
R

は
想
定
を
楚
更
し
て
、
従
来
単
一
注
調
占
債
格
で
職
問
を
行
っ
て
ゐ
た
濁
占
者
が
新
に
債
格

差
別
政
策
を
貸
行
ず
れ
ば
、
ど
う
言
ふ
結
果
が
驚
ら
さ
れ
る
か
を
考
察
し
よ
う
U

ヴ
ア
イ
ナ

I
は
と
の
問
題
に
つ
い
ち
次
の
様
に
断

定
し
て
ゐ
る
。

『か
L

る
事
情
の
下
に
於
て
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
行
は
れ
る
と
き
は
、
常
に
極
大
収
袋
圏
内
債
格
(

一

4
5
]
J
r
H
E
E
g

同
州
当
巾
ロ
ロ
叩
む
O
E
g
z
n
P
R
O
)

は
騰
貸
し
、
且
つ
圏
内
消
費
者
の
損
失
は
濁
占
的
牧
谷
の
榊
加
以
上
に
増
加
す
る
』
と
。
し
か
し
ヴ

ア
イ
ナ
ー
は
こ
の
断
定
を
基
礎
付
け
て
は
ゐ
泣
い
。
ま
た
ハ

l
パ
ラ

1
は
次
の
様
に
述
ぺ
て
ゐ
る
。
『
(
こ
の
揚
合
)
外
闘
に
於
け
る

需
要
の
鴨
カ
牲
が
園
内
に
於
け
る
よ
り
も
大
で
あ
る
と
す
れ
ば
‘
差
別
政
策
の
結
果
と
し
て
、
関
内
債
格
は
騰
貴
せ
ね
ば
な
ら
左
い
。

Lとの問題の解決1;:、例へぽ外闘の有主主な?，t'"ピ"7'防止方策が?f'y l!~ン r を
行ひっ Lある鴎の園内債絡に劃して、如何に影響する伽の問題の解答を興へ
る寸 l-iaberler:. Der internationale I-Iandel S. 231.歩悶畢 506頁。
VIner: Dumping; Art. in Encyclopaedia of Social Scicnee Vo1. 5， P zi8• 2) 



し
か
も
そ
れ
は
究
用
が
遁
増
す
る
か
、
不
変
で
あ
る
か
、
或
ひ
は
涯
滅
す
る
か
を
問
は
な
い
。
』

j
i
-
-
-
『
需
要
曲
線
を
直
線
と
偲
定

す
れ
ば
、
突
の
様
友
注
目
す
べ
き
事
賓
が
生
や
る
。
卸
ち
差
別
可
能
性
は
生
産
の
擦
張
を
も
縮
少
を
も
資
ら
さ
や
し
て
、
同
一
生
産

物
量
の
雨
市
揚
へ
の
分
配
を
愛
更
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
と
で
あ
孔
』
と
。
彼
も
ま
た
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
そ
れ
以
上
に
立
入
っ
た

研
究
を
行
つ
て
は
ゐ
な
い
が
、
し
か
し
彼
の
以
上
の
命
題
は
五
日
々
に
針
し
て
解
決
の
絡
を
提
供
し
て
ゐ
る
。

輪
出
獄
占
者
が
草
一
債
格
政
策
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
彼
の
供
給
す
る
生
産
物
の
債
格
は
、
園
内
及
び
外
聞
に
於
て
同
一
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
軍
一
債
格
の
高
さ
及
び
線
販
費
量
の
大
い
さ
は
、
濁
占
企
業
の
限
界
費
用
の
姿
と
圏
内
及
び
外
閲
の
綜
合
需
要

の
欣
態
と
に
依
存
す
る
。
相
川
占
訴
は
白
日
の
経
営
の
限
界
史
別
と
綜
合
同
市
要
と
を
願
慮
し
て
"
興
〈
ら
れ
た
事
情
の
下
に
於
て
締
利

刷
叫
が
同
聞
大
と
た
る
械
な
生
産
量
及
び
阿
川
絡
佐
撰
ぶ
。

J
K
L
E
E
-主
n
E
h
a
1
3
E
v
b一
1
5
L
'
3
b
F
F
Z
L
a
t
-角

I
L
z
l
、

カ

-

事

f
-
n一打
X
H事
3
Z
E
均
三
一

H
H
J
c
t
之
本

f
目
黒
昌
弘
ト
」
出
私
泊
白
二
ら

れ
且
つ
濁
占
者
の
限
界
費
用
曲
線
が
興
へ
ら
れ
る
た
ら
ば
、
容
易
に
翠
一
宏
濁
占
的
図
際
債
格
が
決
定
さ
れ
る
。
即
ち
濁
占
繍
販
寅

量
は
綜
合
限
界
賓
上
が
限
界
費
用
に
等
し
く
友
る
駄
の
横
皮
擦
で
一
不
さ
れ
、
調
占
的
闘
際
償
格
は
そ
の
綿
販
費
量
に
照
臆
す
る
綜
合

需
要
曲
線
上
の
黙
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
車
一
ー
な
園
際
債
格
が
輿
へ
ら
れ
L
ぽ
、
綿
販
賓
量
の
南
市
場
へ
の
分
配
は
、
府
市
場
の

需
要
曲
線
と
の
関
係
に
於
て
一
義
的
に
決
定
さ
れ
る
。
か
く
て
軍
一
債
格
政
策
で
の
濁
占
的
輸
出
か
ら
出
議
し
て
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
作

用
を
問
題
と
す
る
揚
合
に
は
、
吾
々
は
一
腹
線
生
産
量
を
所
典
的
左
大
い
さ
と
考
へ
る
と
と
が
出
来
る
。

問
題
は
検
出
絹
占
者
が
差
別
使
俗
政
策
を
採
用
し
、
生
産
物
量
の
雨
市
場
へ
の
八
刀
配
を
媛
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
綿
牧
釜
を
よ

り
一
暦
増
加
し
得
る
か
否
か
と
言
ふ
こ
と
に
か
L

っ
て
ゐ
る
μ

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
専
ら
雨
市
場
の
需
要
の
弾
力
性
に
依
存
す
る
と

と
が
ら
で
あ
る
。
街
草
友
一
例
を
巣
げ
よ
う
。
依
り
に
圏
内
の
需
要
の
弾
力
性
は

1
に
等
し
く
、
従
っ
て
債
格
及
び
教
室
の
鍵
化
と

ダ
ン
ピ
ン
グ
の
理
論

第
四
十
六
巻

一

七
六

第
五
競

I王aberler: a. a. O. S. 231-232. 
Haberler: a. a. O. S.会12.
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ダ
ン
ピ
y
グ
の
理
論

t
p
四
十
六
巻

七
六
回

四

第
五
競

は
無
聞
係
に
閣
内
資
上
高
は
一
定
で
あ
る
と
す
る
。

こ
れ
に
反
し
外
図
の
需
要
は
極
め
て
弾
力
的
で
あ
り
、
債
絡
の
僅
少
な
下
落
に

よ
っ
て
極
め
て
大
量
の
需
要
増
加
、
従
っ
て
外
図
責
上
高
の
著
し
い
増
加
が
粛
ら
さ
れ
る
と
す
る
。

こ
の
揚
合
に
は
明
ら
か
に
、
園

内
販
寅
を
出
来
る
限
り
制
限
し
、
外
図
版
買
を
披
張
す
る
と
と
が
有
利
で
あ
る
。

し
か
し
園
内
販
賓
の
制
限
従
っ
て
園
内
債
格
の
引

上
げ
に
は
二
定
の
限
界
が
る
る
こ
と
密
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
言
ふ
の
は
園
内
偵
格
を
一
定
限
度
以
上
に
引
上
げ
る
と
き
は
.

バ
ロ

l
ネ
は
と
の
限
界
を
比
喰
的
に
『
恒
片
付
の
闘
所
』
と
名
づ
け
て
ゐ
る
α

百
一
一
ち
忙
競
争
与
者
が
出
現
す
る
か
ら
で
あ
る
。

一
般
的
広
言

へ
ば
、
外
固
め
慰
問
要
の
闘
力
牲
が
園
内
の
そ
計
よ
り
も
大
で
あ
る
判
明
ム
口

K
は
、
図
的
い
販
責
を
蹴
限
し
外
国
販
責
を
撤
張
す
る
と
と
が

有
利
で
あ
る
。
従
っ
て
と
の
揚
合
に
は
関
内
債
格
の
騰
貴
、
外
周
債
格
の
下
落
が
質
ら
さ
れ
る
。

と
れ
に
反
し
外
闘
の
需
要
が
園
内

の
そ
れ
よ
り
も
非
弾
力
的
で
る
る
揚
合
に
は
、
園
内
販
買
を
増
加
し
外
図
版
買
を
制
限
す
る
こ
と
が
有
利
で
あ
る
。
従
っ
て
と
の
揚

合
に
は
、
圏
内
債
格
の
下
落
及
び
外
岡
債
格
の
騰
貴
邸
中

h
J

『
逆
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
』
が
驚
ら
さ
れ
る
。

以
上
の
設
明
に
グ
ラ
フ
的
解
決
を
奥
へ
よ
久
的
左
の
固
形
に
於
て
同
は
閣
内
需
要
曲
線
、
心
-
は
外
闘
の
耽
一
需
要
由
時
叩
は
綜
合
需
要
曲
線
、

2

1

2

A

A

4

 

は
限
界
費
用
曲
線
で
る
る
。
一
日
、

n
件、

n
刊
は
そ
れ
ん
¥
印
、

ρ、
心
-
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
綜
A
n
限
界
貿
上
曲
線
、

4

A

A

J

A

A

 

限
界
買
上
曲
線
で
あ
ら
職
問
問
岡
市
者
が
単
一
債
格
政
策
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
彼
は
倒
量
e
E
生
産
す
る
。

闘
内
の
限
界
買
上
曲
線
及
び
外
閣
の

何
故
な
ら
こ
の
量
に
於
て
綜
合
限
界
貰

上
は
限
界
費
用
に
一
致
す
る
か
ら
。
図
際
債
格
は

7
F
H
F
に
定
ま
る
。
か
〈
て
軍
一
債
格
政
策
白
下
に
於
け
る
凶
内
販
一
貫
一
は
側
、
ダ
y
ピ
ン
グ
販

賢
一
は
仰
で
あ
る
。

次
に
こ
の
輪
出
調
出
者
が
差
別
償
格
政
策
に
韓
ず
る
と
す
る
。
ダ
シ
ピ
y
グ
の
下
に
於
け
る
究
局
的
均
衡
は
、
閥
内
限
界
貰
土
、
外
国
限
昇
買
上
、

及
び
限
界
費
用
の
三
経
済
霊
が
一
致
4
9
る
駄
に
於
て
到
達
さ
れ
る
o

H
か
ら
横
軸
へ
の
平
行
線
?
乞
引
き
、
四
七
件
、

Aa
と
の
交
黙
を
そ
れ
件
¥
V円、

-

]

A

A

 

L-
と
す
る
。
さ
す
れ
ば
図
内
販
買
を
再
だ
け
械
少
し
、
M

汁
閥
販
買
を
よ
-
だ
け
棺
加
す
る
と
き
始
め
て
、
差
別
傾
格
政
策
の
下
に
於
け
る
究
局
的
均
衡
が

'

E

V

1

 

MC 
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成
立
す
る
こ

k
を
知
る
。

さ
て
縦
軸
の
任
意
の
一
鮎
(
例
へ
ば
F
)
に
照
出
陣
す
る
限
界
買
上
山
線
の
横
座
標
は
、
需
要
曲
線

。

の
横
座
標
の
半
分

(
F
に
於
て
は
、
間
C
H
山
田
二
一
2
4
日
出
品
工
司
∞
U
時国
ι
乙

で

あ

り
J

B
つ

1

0

F

1

 

日
は
日
戸
、
心
a

の
水
平
的
和
で
あ
る
か
ら
、
日
は

h

円
、
A
4
0
水
平
的
和
で
あ
る
。
(
例
へ
ば

E
J
H
司

i

4

A

A

J

A

A

 

】V
】+町一
3
・.・叫町一司
U
山
明
』
I
J
+
山
明
日
J
・
.
・
司
C
H
H
1
』
4
+
唱
団
)
従
っ
て
出
回
日
出
問
M
+
切
同
日
し
か
る

に
出
『
同
日
間
可
H
H
・
，
F
+
]
T
同
J
H
L
w
-
r
+
出
口
N

而
し
て

国
同
回
十
回
開
泊
リ
出
-
r
+
口
凶
】
向
日
十
回
目
』
l
H
P

阿
国
・
.
-
H
向
日
同
凶
l

』
】
♂
甲
山
田
H
号
。
ι・
口
周
岡
山
》
リ
】
同
時
阿
国
卸
ち
外
問
販
賓
の
帯
加
分
は
園
内
政
賓
の
品
開
少

分
に
等
し
い
。
そ
れ
故
に
『
帝
要
曲
線
が
配
線
で
あ
目
、

従
っ
て
需
要
閣
線
が
そ
の
接
線
と
一
致

T
る
場
合
に
は
、
差
別
燭
内
生
産
量
(
口
百
円
R
E
M
-
-
E
吉
元
日
F
H
3
2
さ
ぽ
(
)
凶
3
出
円
)

と
叫
早
純
湖
占
史
産

主
(
出
M
E
1
0
V
P
5
3
戸
X
L
可

O
Z
F
τ
=
ご
と
は
等
し
い
。
門
戸
一

吋
布
市
宮
山
線
が
山
線
で
あ
る
場
合
に
は

差
別
の
下
に
於
て
も
間
半
純
濁
占
の
下
に
於
て
も
総
生
産
設
は
同
一
で
あ
る
か
、
b
、

限
界
費
用
が
遮

噌
ナ
る
か
、
逓
減
す
る
か
或
ひ
は
不
獲
で
あ
る
か
は
、
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。

差
別
の
導

入
は
練
生
産
量
及
び
限
界
費
用
を
費
化
せ
し
め
な
い
。

量
及
び
濁
占
者
の
利
潤
が
措
置
化
ず
る
だ
け
で
あ
る
。
』

た

γ
側
々
の
市
場
に
於
け
る
債
格
、
販
貰

次
に
吾
h

は
限
を
持
じ
て
限
界
費
用
及
び
卒
均
費
用
と
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
と
の
闘
係
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格

が
限
界
費
用
と
外
岡
限
界
一
買
上
と
の
一
致
結
に
照
膝
ず
る
外
園
の
個
別
需
要
曲
線
上
の
黙
に
定
ま
る
と
と
、
従
っ
て
ダ
ン
ピ
ン
グ
債

格
は
限
界
費
用
以
下
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
は
、

以
上
の
説
明
か
ら
容
易
に
知
ら
れ
る
。
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
が
限
界
費
用
よ
り
も
如

何
ほ
ど
高
い
黙
に
定
る
か
は
、
外
国
の
個
別
需
要
の
弾
力
性
に
依
存
す
る
。
若
し
外
園
市
揚
に
於
て
完
全
競
争
が
支
配
す
る
と
す
れ

r
yピ
V

グ
の
理
論

第
四
十
六
巻

七
六
五

第
五
銃

五

例へば債格 Fに於ける綜合限界買上の作闘は、 Pから縦軸への垂線の足 F上
り ADへ平行線を守J(、 との平行事~l と P か b横軸への垂線との交慰目白軌
跡が ADなる線合需要i11Im阜の綜合限界貿上目JJ線である。詳細は J.Robinson : 
ibid. p. 29~ 30; 膏山皐士 1 前掲書ll:5J1以下を見よ。
とのことは限界貿上附繰り作圃方法ーから昌三易に知られる。
J. Robìn~on: ibid. p. 192・

9) 

10) 

日)



グ
y
ピ
y
グ
の
理
論

第
四
十
六
巻

七
六
六

第
五
競

プて

ぽ
、
外
閣
の
個
別
需
要
曲
線
の
弾
力
性
は
無
限
大
(
完
全
開
力
的
)
と
た
り
、
従
っ
て
横
軸
に
水
平
な
直
線
マ
一
不
さ
れ
る
。

こ
の
場
合

に
は
外
閣
の
限
界
貿
上
曲
線
は
外
国
の
個
別
需
要
曲
線
と
一
致
す
る
。

し
か
る
に
究
局
的

J

ダ
ン
ピ
ン
グ
均
街
に
於
て
は
、
外
岡
の
限

界
買
上
と
限
界
費
用
と
が
一
致
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
限
界
費
用
も
ま
た
外
国
の
水
平
な
個
別
需
要
曲
線
上
に
左
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
換
言
す
れ
ば
限
界
費
用
の
一
向
さ
と
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
権
の
高
さ
と
は
等
し
く
な
る
。

/刊f

一ー一-[)ι 

0， 

以
上
の
事
例

Jtr一
サ
フ
的
に
説
明
す
れ
ば
次
の
如
く
た
る
。
引
は
悶
内
の
需
要
附
料
、

需
要
曲
線
、
眠
は
閣
内
限
界
一
貫
上
曲
線
、
に
は
限
界
費
用
曲
線
で
あ
る
o

h
山
が
水
平
で
あ
る
こ
と
は
、
外
因

、J

、nu

に
於
て
完
全
競
需
が
支
配
す
る
こ
と
を
示
ナ
。
外
国
限
界
賓
上
曲
線
は
弘
自
に
一
致
す
る
。

D~! 
11 
F卜
閥
(~ 

11司、
))IJ、

究
局
的
ダ

y
ピ

y

外
国
限
界
貿
上
及
び
限
界
費
用
の
三
経
済
量
が
一
致
す
る
駐
に
於
て
到
詮
さ

れ
る
。
従
っ
て
ゲ
ン
ピ
ン
ゲ
の
下
に
於
け
る
閣
内
情
格
は
町
、
閣
内
販
賓
は
別
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
償
絡
は
p
h
m
H

:

J

 

抗
、
外
図
版
買
は
叫
で
あ
る
。
総
生
産
が
こ
の
翌
日
開
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ら
う
叫
ま
た
h

叫
が
低
下
ナ

れ
ば
す
る
ほ

E
、
n
b
-
は
傘
、
縦
一
軸
に
接
、
廷
し
、
訓
告
ノ
て
総
生
産
量
は
減
少
す
る
。
し
か
し
同
時
に

hTmと

こ
の
こ
と
か
ら
外
闘
の
競
争
傾
椅

¥ 

グ
均
衡
は
、
閣
内
限
界
買
上
、

、、円

M
H
 

/
、
、

h
l
l
y
-
-

の
交
黙
は
盆

t
縦
軸
か
ら
遠
ざ
か
る
。
従
っ
て
圏
内
販
買
は
噌
加
す
る
。

M， O 

が
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
、
図
内
政
費
量
は
大
で
あ

mJ
、
ダ
Y

ピ
ン
グ
販
頁
量
は
小
で
あ
る
こ
井
一
を
知
る
。

相
側
占
者
が
外
図
市
場
に
於
て
も
ま
た
多
か
れ
少
友
か
れ
市
揚
支
配
力
を
持
つ
場
合
に
は
、
外
国
の
個
別
需
要
曲
線
は
勾
配
を
持
つ
。

換
言
す
れ
ば
外
園
の
個
別
需
要
は
完
全
弾
力
的
で
は
あ
り
得
な
い
。

こ
の
場
合
に
は
外
図
の
限
界
貿
上
曲
線
は
需
要
曲
線
の
下
方
に

背
離
す
る
。
従
っ
て
均
衡
に
於
け
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
は
限
界
費
用
U

限
界
責
上
よ
り
も
高
〈
友
け
れ
ば
な
ら
友
い
。

そ
し
て
外
図

の
個
別
需
要
の
弾
力
性
が
小
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
ダ
ン
ピ
ン
グ
碩
格
は
盆
k

高
く
な
る
。
そ
の
こ
と
は
次
の
棋
に
し
て
詮
明
さ
れ
る
町

J. Robi回 on:ibid. p. 1:8.4・

この特殊な事例に於ては債格 p~ に於ては、総合需要、外閣の個別需要、総合
限界買上、外閣の限界貿上がすべて D~ によって示古れる e
V gl Szigeti: Monopolpreis und Dumping， Z. f. N島 Bd.VI，. Heft 4， (1935)， 
s. 5'2. 
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13) 
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い
ま
限
界
費
用
を
宮
、
外
闘
限
界
買
上
を

V
、
外
園
の
個
別
需
要
の
揖
力
性
を
と
す
も
。
均
衡
に
於
て
は
外
園
限
界
買
上
は

ヘ

]

{

，

J

問、

c
f
三回

lt従
っ
て

7(Hh山
一
九
及
び
V
は
正
で
詮
け
れ
ば
た
ら
や
、

ε 

限
界
費
用
に
一
致
す
る
。

c、l
M向
、
し
か
る
に

P
も
ま
た
常
に
正
で
あ
る
か
ら
、
(
同
一
)
〉
号
で
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
。
故
に
向
〉
】

外
岡
市
場
に
於
て
完
全
競
争
が
支
配
し
、

の
値
治宝

と
な
れ
ば
在

る
tま
どf--》

11 

阿古 ....-:--;-¥1 

J-i同
てト| 町，....1、
1 I 、ー-1

i~ - I 

~ i~! 、 l士
、ー-1 簡

車
l亡

利

H
H
0
0

で
あ
る
と
す
れ
ば
、

-
》
日
リ
閉
山
、
と
な
る
c

印
ゆ
り
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
は
限
界
費
用
に
一
致
す
る
。

に
於
け
る
右
晴
雄
の
分
母
の
値
は
釜
?
よ
よ
り
も
小
と
宏
り
、
従
っ
て
こ
の
式
を
漏

足
ず
べ
き
P
は
w
h

よ
り
も
続
々
ふ
へ
と
左
る
。
換
言
す
れ
ぽ
外
閣
の
個
別
山
中
川
裂
の
慨
力
性
が
小
と
友
れ
ば
な
る
ほ
左
、
ダ
Y

ピ
y
グ
慣

格
は
け
佐
々
限
界
費
川
中
一
超
過
す
る
。

ふ
こ
と
が
州
旅
る
。

ダ
ン
ピ
ン
グ
恨
特
は
如
何
な
る
揚
ム
口
に

ミ
〈
C
A
立
山
川
亡
h

へ
ソ
浪
士

カ

日

十

岳

地

z

t
戸

F

v

干

l

も
、
限
界
費
用
以
下
で
は
あ
り
得
な
い
司
邸
ち
『
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
の
下
限
は
、
輸
出
の
た
め
に
生
産
を
増
加
す
る
際
に
遁
加
さ
る

ぺ
き
遁
加
費
用
(
限
界
費
用
)
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
私
』
と
。

ダ
ン
ピ
ン
グ
領
絡
と
卒
均
費
用
と
の
闘
係
に
つ
い
て
は
一
義
的
友
判
断
を
な
し
得
な
い
。
遮
増
限
界
費
用
の
干
に
於
け
る
ダ
ン
ピ

ン
グ
債
格
は
、
勿
論
平
均
費
用
よ
り
も
高
い
。
何
故
な
ら
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
は
限
界
費
用
よ
り
も
高
〈
た
け
れ
ば
た
ら
宇
、
し
か
も

と
の
場
合
に
於
て
は
限
界
費
用
は
卒
均
費
用
よ
り
も
高
い
か
ら
。

と
れ
に
反
し
遁
減
限
界
費
用
の
下
に
於
け
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格

は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
平
均
費
用
よ
り
も
高
く
あ
り
得
る
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
卒
均
費
用
よ
り
も
低
く
あ
り
得
る
。
と
の
と
と
は

外
国
の
個
別
需
要
曲
線
の
勾
配
の
程
度
従
っ
て
そ
の
現
力
性
、
具
惜
的
に
は
輸
出
猟
占
者
の
外
闇
市
揚
に
於
け
る
市
揚
支
配
力
の
強

ダ
ン
ピ
シ
グ
の
理
論

第
四
十
六
巻

七
ノ、

七

第
五
競

七

. -
但し ε=--"--二三空と

x dp 
何故なら U'が負であることは販賀白骨加につれ亡貰上高が減少することを
意味し、それは紐済活動の合理性に矛明白ずるから o K'も宮た常に豆でなけれ
ばならない。何故なら生産の噌加Iてつれて総費用は常I亡脅加ナるから。
IIaberlerζa. a. O. S. 220. 

15) 
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グ
Y

ピ
ン
グ
の
理
論

第
四
十
六
巻

七
六
八

弱
に
依
存
す
る
。
輪
出
猫
占
者
の
外
岡
市
揚
に
於
け
る
市
場
支
配
力
が
大
で
あ
り
、
外
国
の
個
別
需
要
曲
線
が
念
勾
配
で
あ
れ
ば
、

外
闘
の
個
別
需
要
曲
総
と
外
岡
限
界
賀
上
曲
線
と
の
聞
き
が
大
と
怠
る
。
か
ど
心
揚
合
に
は
ダ
y
ピ
ン
グ
債
格
は
限
界
寅
上
H
限
界

第
五
披

i¥. 

究
開
を
著
し
く
超
過
し
、
引
い
て
は
平
均
費
用
よ
り
も
高
く
あ
り
得
る
。

と
れ
に
反
し
狽
占
者
の
外
岡
市
場
に
於
け
る
市
揚
支
配
力

が
弱
く
、
外
輔
の
個
別
需
要
曲
線
の
勾
配
が
殺
か
で
あ
る
揚
合
に
は
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
傾
柏
は
著
し
く
限
界
費
矧
に
接
近
し
、
引
い
て

9
 

は
平
均
安
川
と
り
も
低
く
あ
り
得
る
ο

し
山
し
こ
の
場
合
と
雄
も
勿
論
闘
内
債
伶
は
平
均
費
沼
よ
り
も
高
〈
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

さ
も
松
山
り
れ
ば
創
出
者
は
関
内
販
設
か
ら
利
潤
を
収
め
る
と
と
は
聞
東
中
、
終
り
て
初
出
の
意
義
に
反
す
る
。
相
川
出
者
が
閣
内
航
費

か
ら
狽
占
利
潤
を
牧
め
る
限
り
、
平
均
費
用
以
下
、
限
界
費
用
以
上
の
債
格
で
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
は
、
決
し
て
猟
占
者
に
と
っ
て

損
失
敗
買
を
意
味
し
は
し
友
い
。
尤
も
園
内
市
揚
が
極
め
て
小
さ
く
、
し
か
も
首
該
企
業
の
謹
替
に
は
莫
大
た
固
定
費
用
を
要
す
る

揚
合
(
例
へ
ば
銭
遺
曾
祉
)
、
グ
ラ
フ
的
に
表
現
す
れ
ば
園
内
の
需
要
曲
線
が
平
均
費
用
曲
線
の
下
位
に
あ
る
様
友
揚
合
に
は
、
卒
均
費

用
以
上
の
章
一
た
圏
内
債
格
は
成
立
し
得
、
宇
、
従
っ
て
ク
ー
ル
ノ
1

の
猪
占
黙
は
存
在
し
得
な
い
。
か
h
A

る
揚
合
に
は
岡
内
市
場
に

於
て
特
別
友
差
別
債
格
政
策
が
行
は
れ
る
。
即
ち
企
業
者
は
図
内
消
費
者
を
そ
の
支
梯
能
力
に
際
じ
て
段
階
付
け
、
各
消
費
者
階
居

に
勤
し
て
臭
っ
た
供
給
憤
絡
を
設
定
す
る
の
で
る
る
。

主
日
々
は
こ
れ
ま
で
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
圏
内
及
び
外
国
の
需
要
朕
態
に
反
作
用
を
及
ぼ
さ
な
い
と
考
へ
た
。
し
か
し
寅
際
に
は
ダ
シ
ピ

ン
グ
は
園
内
及
び
外
闘
の
需
要
欣
態
に
謝
し
て
る
る
程
度
の
反
作
用
を
及
ぼ
す
o
ハ

l
パ
ラ
ー
は
一
つ
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。

「
ド
イ
ツ
の
餓
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
オ
ラ
ン
ダ
の
治
結
業
を
促
進
す
る
と
す
れ
ば
‘
ド
イ
ツ
の
造
船
業
は
阻
害
さ
れ
且
っ
そ
の
鶴
に
封
ず
る

需
要
が
減
退
す
る
〕
と
。
よ
り
一
般
的
に
一
一
一
一
口
へ
ば
、
外
国
に
於
て
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
商
品
を
生
産
手
段
と
す
る
生
産
部
門
の
棋
張
が
促

需要曲線、が念勾酉Eであると島は、債格を著し〈百n~t'J 亡も需要はさほ!，j骨加
しない ζ と、従ヲて也知的責上が小であ与ととを ~~fは寸墨か ιで忌 z。
I-Iaberler: a" a. O. S. 2，30， 231. 以上の説明によってYI'部rンピング債格下
限論白係争問題、 ~p ちダンピンク守備椅の下限は平均費用か限界費用かと言ふ
問題提起が理論的に無意味であることが明白にされる。 己の問題に鰹督率的
費用概念を導き入れることもまた問題を益:混飢せしめる白占、である。 問 題

18) 
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さ
れ
、
需
要
の
増
加
と
左
り
、
園
内
に
於
て
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
商
品
を
生
産
手
段
と
す
る
生
産
部
門
の
繍
少
が
粛
ら
さ
れ
需
要
が
減
退

ず
る
で
あ
ら
う
。
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
か
L
る
間
接
作
用
の
結
果
と
し
て
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
絡
及
び
園
内
債
絡
が
間
接
的
左
影
響
を
蒙
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
は
と
の
問
題
に
針
し
懐
疑
的
に
答
へ
て
ゐ
る
。
『
即
(
需
要
曲
線
)
が
一
様
に
高
ま
れ
ば
、
-
(
獅
占
販
頁
量
)
は
遥
か
に

右
に
よ
る
と
と
、
及
び
そ
の
結
果
と
し
て
山
(
濁
占
倒
格
)

の
位
置
が
恐
ら
わ
前
よ
り
も
低
よ
る
と
と
を
知
る
で
あ
ら
ふ
と
。

ー
シ
ヤ
ル
の
と
の
解
答
を
五
口
々
の
山
晶
画
の
問
題
に
遁
用
す
れ
ば
、
次
の
様
左
結
果
が
得
ら
れ
よ
う
。
閣
内
に
於
て
は
需
要
減
退
の
結

呆
と
し
て
恐
ら
く
濁
占
販
資
量
が
減
少
し
、
且
つ
濁
占
債
格
は
前
よ
り
も
高
ま
り
、
外
固
に
於
て
は
需
要
増
加
の
結
果
と
し
て
恐
ら

〈
収
資
黒
色
が
増
加
し
.
ダ
ン
ピ
ン
グ
償
俗
は
前
よ
り
も
低
く
な
る
で
る
ら
う
止
。
し
か
し
問
閣
の
解
決
は
そ
の
様
に
単
純
で
は
友
い
。

需
要
が
増
加
乃
査
は
減
治
す
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
敗
資
量
が
増
加
乃
至
は
減
汲
す
る
と
と
は
確
貨
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
同
時
に
憤

格
が
下
落
乃
至
は
騰
貴
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
何
故
な
ら
需
要
の
増
加
は
需
要
債
格
系
列
の
や
れ
上
り
に
於
て
表
現
さ
れ
、
反
叫
到
に

需
要
の
減
退
は
需
要
償
傍
系
列
の
や
れ
下
り
に
於
て
表
現
さ
れ
る
か
ら
。

一
切
の
問
題
は
限
界
費
用
の
欣
態
及
び
得
要
受
動
の
前
後

に
於
け
る
需
要
の
弾
力
性
の
犬
小
に
依
存
す
る
。
そ
の
こ
と
を
説
明
し
よ
う
。

問、

既
に
知
っ
た
通
り
濁
占
的
均
術
に
於
て
土
債
格
と
艮
界
費
用
と
の
聞
と
句
H

I

l

l

在
る
関
係
が
存
在
す
る
。
と
の
閥
係
か
ら

ー

ド

-

U

(

H

l

t

突
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
不
獲
の
限
界
費
用
を
前
提
ず
る
場
合
。
川
一
外
園
に
於
け
る
需
要
の
増
加
(
グ
ラ
フ
的
に
は
外
国
の
骨
ル
需
要

が
E
D
l
η

一
昌
ユ
の
に
、
印
ち
弾
力
性
の
餐
化
な
し
に
行
は
れ
る
と
す
れ
ば
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
は
不
療
で
あ
る
。

曲
線
の
右
方
へ
の
移
動
)

ロ
外
圃
に
於
け
る
需
要
の
増
加
が
弾
力
性
の
増
大
を
伴
ふ
と
す
れ
ば
、
需
要
品
変
動
後
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
は
嬰
勤
前
の
そ
れ
よ
り
も

下
落
す
る
。
ハ
外
国
に
於
け
る
需
要
の
増
加
が
弾
力
性
の
減
少
を
伴
ふ
と
す
れ
ば
、
蝿
変
動
後
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
は
費
一
動
前
の
そ
れ

ダ
ン
ピ
ン
グ
の
理
論

第
四
十
六
巻

七
六
九

第
五
競

えd

ーマ

の中心、は外閣の個別需要の弾力性白大小である。
日chneider: Reine Theorie monopoli叫ù:， chl~n 'vVirtschaftsformen S. 27， 28. 
IIaberler: a. a. O. S. 225・
マーシヤル:原親 III2151'[， ( )内の討稗語及び傍黙は争者。
以下の説明については、 VgCJ: RobinsoJ1: ibid. p. 60 f. 
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第
四
十
六
巻

七
七
O

tm瓦
競

グ
y
ピ
シ
グ
の
理
論

よ
り
も
騰
貴
す
る
d

倒
遁
増
限
界
費
用
を
前
提
す
る
揚
合
。
判
外
闘
に
於
け
る
需
要
の
増
加
が

5
0一
日
=
口
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
需

要
務
動
後
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
倒
格
は
援
動
前
に
比
し
て
騰
貴
す
る
。
ロ
舛
闘
に
於
け
る
需
要
の
増
加
が
現
力
性
の
減
少
を
仲
ふ
と
す
れ

同
町
、
/

ば
、
需
要
謎
動
後
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
は
務
勤
前
の
そ
れ
よ
り
も
臨
問
責
す
る
。
ハ
外
国
に
於
け
る
需
要
の
増
加
が
弾
力
性
の
増
大
を

件
ふ
と
す
れ
ば
、
闘
力
性
の
増
大
引
い
て
は

(
]
l

…
)
の
他
の
噌
大
の
程
度
が
限
界
費
用
の
涯
増
の
程
度
に
一
致
す
る
隈
九

O 

ン
ピ
ン
グ
関
川
併
は
不
裂
で
あ
る
。
明
力
性
の
榊
ム
へ
の
程
度
が
限
界
費
則
の
逝
惜
の
税
反
よ
り
も
大
で
あ
れ
ば
、
話
一
県
芦
郵
後
の
一
ダ
ン

ピ
シ
グ

mm特
は
変
動
前
に
比
し
て
下
諒
す
る
。
開
力
性
の
増
大
の
程
度
が
限
界
費
用
の
涯
附
ー
の
程
ー
肢
よ
り
も
小
で
あ
る
た
ら
は
、
需

要
愛
動
後
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
は
援
勤
前
に
比
し
て
騰
貴
す
る
。
回
避
滅
限
界
費
用
を
前
提
す
る
揚
合
。
川
外
国
に
於
け
る
需
要
の

増
加
が

-E'u-sz
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
需
要
鑓
動
後
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
は
援
動
前
に
比
し
て
下
落
す
る
。
ロ
外
闘
に
於
け
る
需

要
の
増
加
が
弾
力
性
の
増
大
を
件
ふ
と
す
れ
ば
、
需
要
曲
変
動
後
の
ダ
シ
ピ
ン
グ
債
格
は
受
動
前
に
比
し
て
下
落
す
る
の
十
川
外
闘
に
於

け
る
需
要
の
増
加
が
郵
力
牲
の
減
少
と
仲
ふ
と
す
れ
ば
、
開
力
性
の
減
少
の
程
度
引
い
て
は

(
H
l
L
r
)

の
値
の
減
少
の
程
度
が
限

界
費
用
の
遁
減
の
程
度
に
一
致
す
る
限
り
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
は
不
耕
民
で
る
る
。
開
力
性
の
減
少
の
程
度
が
限
界
費
用
の
遁
減
の
程

度
よ
り
も
小
で
あ
る
な
ら
ば
、
需
要
援
動
後
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
は
務
動
前
に
比
し
て
下
落
す
る
。
弾
力
性
の
減
少
の
程
度
が
限
界

費
用
の
涯
減
の
程
度
よ
り
も
大
で
あ
る
な
ら
ば
、
需
要
俊
動
後
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
侭
格
は
時
変
動
前
に
比
し
て
騰
貴
す
る

2
0

し
か
し
こ

L

で
次
の
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
た
ら
友
い
。
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
間
接
作
聞
の
結
印
ー
と
し
て
外
園
に
於
け
忍
需
要
の
増
加
友
び
園
内
に
於
け

る
需
要
の
減
退
が
起
る
と
す
れ
ば
、
限
界
費
用
の
費
化
は
こ
の
一
一
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
。
し
か
も
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
結
果

と
し
て
資
ら
さ
れ
る
外
図
及
び
闘
内
に
於
け
る
需
一
妥
の
鐙
動
の
程
度
を
椛
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ふ
目
。
し
か
の
み
な
ら

Ar--ロ ダ、

従って pv値ば
'.1 

eが権大すれば p =っ一一三7τ一

I 1一一一l¥ ε /  

小となる。反:Nに εが減少すれば分母の値が小となり、従って pの値は大と
なる。

の分母の値が大 Eな P、24) 
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ピ
ン
ソ
ン
が
指
摘
し
て
ゐ
る
様
に
、
差
別
政
策
の
賓
施
は
費
用
の
欣
態
そ
の
も
の
を
も
あ
る
程
度
開
叫
ん
化
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。

等
の
理
由
に
よ
っ
て
五
日
々
は
ハ

1
パ
ラ
ー
と
共
に
か
L
る
間
接
の
反
作
用
を
無
叫
せ
ざ
る
を
得
友

ho

こ
れ

た
Y
需
要
の
鑓
動
が
園
内
調
占
領
絡
及
び
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
を
如
何
に
餐
化
せ
し
め
る
か
と
言
ふ
と
と
弘
は
別
問
題
に
、
需
要
の

時
世
動
が
ダ
ン
ピ

Y

グ
に
針
す
る
強
制
の
程
度
を
相
違
せ
し
め
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
左
い
。
例
へ
ば
園
内
に
於
け
る
好
景
気

の
結
果
と
し
て
圏
内
需
要
が
噌
加
し
、
図
内
販
寅
量
が
増
加
す
れ
ば
(
し
か
し
こ
白
こ
左
は
闘
内
情
格
が
騰
貴
す
る
か
下
落
す
る
か
と
言
ふ
こ

と
ふ
は
別
問
題
で
あ
る
)
、
遁
減
限
界
費
用
の
下
で
の
生
産
が
す
べ
て
或
ひ
は
大
部
分
閣
内
販
責
に
営
て
ら
れ
、
従
っ
て
ダ
ン
ピ
ン
グ
の

た
め
の
生
産
は
、
一
躍
増
限
界
地
荒
川
の
下
で
行
は
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
規
模
が
締
少
す
』
O
D

反
叫
訓
に
閥
内
需
要
が
減
退
寸
れ
ば
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
規
模
は
榊
大
す
る
。

れ
る
事
貨
を
説
明
す
る
。

と
の
と
と
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
沈
滞
期
陀
於
て
特
代
感
代
行
は

五

不
完
全
多
占
の
下
に
於
け
る
ダ
ン
ピ
ン
グ

以
上
の
説
明
は
ダ
y
ピ
ン
グ
者
が
完
全
調
占
者
で
あ
る
と
と
、
即
ち
園
内
市
場
が
叩
単
調
経
答
者
と
し
て
の
猪
占
者
に
よ
っ
て
支
配

せ
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
現
貫
の
瀦
占
的
市
揚
献
態
は
寧
ろ
不
完
全
多
占
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
印
ち
圏
内
市

制

場
に
は
君
子
数
の
企
業
が
並
存
す
る
の
み
な
ら
十
、
個
々
の
企
業
は
生
産
物
の
質
の
相
違
、
消
費
者
の
プ
レ
フ
ア
レ
ン
ス
乃
至
は
慣

生
産
者
の
地
理
的
位
置
の
相
違
等
の
理
由
に
よ
っ
丸
、
相
互
に
あ
る
程
度
調
立
な
需
要
市
揚
に
針
し
て
ゐ
る
@
狽

習

(
【

5
Z宮)、

立
と
言
ふ
意
味
は
、
個
別
企
業
者
が
そ
の
供
給
債
格
を
あ
る
程
度
引
上
げ
て
も
需
要
の
全
部
を
失
ふ
と
と
は
な
く
、
ま
た
反
針
に
そ

ダ
ン
ピ
ン
グ
の
理
論

第
四
十
六
巻

第
五
按

七
七

Kfが犬山、 (1-+)州 、 山 川 で あ る 。

但し (r-+)の値は。より Iまでむ問になければならないo何故なら叫

工と∞との聞にあるから。

2.;) 
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r

y
ピ

y
グ
の
理
論

第
四
十
六
巻

一

七
七

第
五
鋭

の
供
給
債
格
を
引
下
げ
て
も
競
争
者
の
需
要
を
全
部
自
己
に
抱
牛
ひ
取
る
と
と
は
出
来
な
い
と
言
ふ
乙
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
個
々

の
生
産
者
の
生
産
物
に
射
す
る
需
要
の
「
代
容
開
力
性
』

R
g
z
c
q
c「

P
E
一E
-
S
2
D
φ
抽

出

己

回

国

E
2
F
Y
D
『
含
ヨ

E
3、
却
ち
他

の
生
産
者
の
債
格
の
時
世
動
率
に
闘
係
せ
し
め
ら
れ
た
一
生
産
者
の
生
産
物
に
到
す
る
需
要
の
師
団
動
率
は
可
成
り
大
で
は
あ
る
が
、
し

川

か
し
無
限
大
で
は
な
い
と

d
で
あ
る
。
か
L
A

る
市
揚
献
態
の
下
に
於
て
は
、
企
業
者
の
教
が
限
ら
れ
て
居
。
且
つ
個
別
需
要
の
聞
に

不
完
全
乍
ら
代
替
胤
係
が
存
在
す
る
情
果
、
と
し
て
、
各
多
占
密
の
政
策
は
相
互
に
影
響
さ
れ
れ
岱
ふ
。
例
へ
ば
不
完
全
多
山
者
A
が
そ

の
供
給
問
絡
を
あ
る
桂
皮
引
下
げ
れ
ば
、
不
完
会
な
代
詩
闘
係
佐
泊
し
て
、
他
の
ポ
完
全
多
出
荷
日
の
佃
別
需
要
が
減
退
し
、
思
ら

く
B
も
ま
た
債
格
を
あ
る
程
度
引
下
げ
る
で
あ
ら
う
。

B
が
偵
絡
を
引
下
げ
れ
ば
不
完
全
な
代
替
闘
係
の
結
果
と
し
て
、

A
は
恐
ら

〈
よ
り
一
居
の
債
格
引
下
げ
を
徐
儀
な
く
せ
ら
れ
る
で
る
ら
う
。

と
の
競
り
合
ひ
は
恐
ら
〈
競
争
者
の
一
方
が
淡
落
す
る
か
、
乃
至

は
二
人
の
競
争
者
聞
に
妥
協
が
成
立
す
る
ま
で
繕
綾
さ
れ
る
で
あ
ら
う
が
、

い
づ
れ
に
し
て
も
不
完
全
多
占
の
市
揚
欣
態
の
下
に
於

て
は
、
現
論
的
意
味
に
於
け
る
安
定
的
均
衡
は
成
立
し
友
い
。
従
っ
て
不
完
全
多
占
を
前
提
ず
る
揚
合
に
は
、

一
般
的
に
は
園
内
懐

格
及
川
山

J

ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
の
一
義
的
友
決
定
は
不
可
能
で
あ
る
。
た

r
不
完
全
多
占
者
の
一
方
が
能
動
的
に
市
揚
政
策
の
イ
Z

シ
ア

テ
イ

l
フ
を
採
り
、
他
の
一
方
は
能
動
者
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
現
在
の
市
揚
欣
態
に
謝
し
て
謂
は
ピ
受
動
的
に
遁
属
す
る
忙
ナ

ぎ
十
、
そ
れ
以
上
の
反
作
間
を
及
ぼ
さ
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
揚
ム
口
に
の
み
安
定
的
均
衡
が
到
達
さ
れ
る
。
そ
れ
は
か
L

る
揚
合
に
は
、

受
動
者
は
能
動
者
の
政
策
(
償
格
ま
た
は
敷
量
)
を
所
輿
と
見
て
自
己
の
受
動
的
政
策
を
行
ふ
と
と
が
出
来
、
従
っ
て
受
勤
者
は
自
己
の

受
動
的
政
策
が
競
争
者
の
政
策
に
及
ぼ
す
反
作
用
{
珠
想
鑓
動
率
)
を
無
脱
す
る
と
と
が
出
来
る
た
め
で
あ
る
。

い
ま
企
業
者
ー
の
閣
内
情
格
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
、
図
内
販
賓
室
、

ダ
ン
ピ
ン
グ
販
貰
量
及
び
平
均
費
用
を
そ
れ
作
¥
そ

1

1

 

b

、
c
、
;

X

V

4

1

〈

YtJ， 
、-

x.. 
、‘

K'が小とな P、(1--'-)(011直が大左なるから。
¥ε/  

ロピンソンは以上の説明に劃してグラフ的表現を興へてゐ品。 J.RoLin:>;on: 
ibid. p. 62 f. なほ菅山事士・漏占の鯉梼理論 132}~-{。夏に Schneider: Uber 
den Einf11J出 vonAndcrungen der Nachf:rage auf die Monopolprebbildung副

Arch.ιSoz旧 Jw.u. SoziaJp. Bd. 64， nen 2， (193':') S刷 293ff. をも足よ。
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し
、
企
業
者
2
の
囲
内
債
持
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
、
閣
内
販
質
量
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
版
要
量
及
び
平
均
費
用
を
そ
れ
ん
¥
山
、
川
、

そ
う
す
れ
ば
次
の
需
要
函
数
及
び
費
用
函
教
が
何
ら
れ
る
。

Xa~ 、
x"何凶、

円
、
在
す
る

璽
ヨ
輔
副
相
国
津

l
l

同
包
囲

H
司
王
(
三
亡
三
凶
)

Ri 

2
凶H
H
H
J
S
(
三
回
、
三
凶
)

( 

ー) 

h

、υ¥
凡
て
『
剖
阿
国
煉
ー

1
1
5
u
F二百
FLZ)
・

同

Z
H】『

Z
(〕
ご
と
〕
r
d
)

-
S
)
 

s 

加
連
盟
熔
|
|

〕

S
H
E
(尚三

+g-)

( 。、
) 

e

・
(
由
)

可。同日
b
J
(
M
S
十
M
Z
)

企
業
者
ー
に
と
っ
て
の
利
潤
梯
大
の
保
件
式
は
、

~~.I?' 

Q) 

，，， 

7lt 

i'--' 
11 
ミコ

ι
(関
Z

ヨ
乙
白
〔
(r-+g-)
司、】〕

p

L

M
戸

炉

也

v'E

〈

窃
) 

(

叶

)

)

1

;

ー

し
か
る
に
企
業
者
1
の
岡
内
債
椅
政
策
的
結
果
は
、
ト
そ
の
直
接
作
用
創
ち
れ
の
現
動
に
伴
ふ
v

悼
の
直
接
的
な
費
動
と
、
に
そ
の
間
接
作
用
即
ち
九

k

川
の
収
作
用
的
な
回
世
到
に
よ
っ
て
資
ら
さ
れ
る
川
町
開
銀
的
な
境
勤
の
和
主
見
倣
さ
れ
る
。

の
闘
世
到
が
L
m
J
山
氏
作
附
怖
な
獲
到
を
絞
柏
崎
ぜ
し
的
、

ザ
矧
は
九
四
一
軍
純
な
函
殺
で
あ
る
ー
と
同
時
に
そ
の
令
成
函
揺
で
も
あ
る
o
企
業
者
ー
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
政
策
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
o

か
く
て

是1I

ち

+ 

)213 

吉
一
一
つ
の
式
に
於
て
ね
日
i
u
お

刊

は

そ

れ

ぐ

企

業

者

1
の
閣
内
及
び

r
ン
ピ
シ
グ
市
場
に
於
け
る
慎
重
量
動
率
で
あ
る
o
そ
れ
は

企
業
者
ー
が
そ
の
債
格
を
仇
だ
け
費
動
せ
し
め
れ
ば
、
加
の
上
に
析
だ
け
の
反
作
用
的
な
麹
動
が
起
る
も
の
と
見
倣
す
J
ζ

と
を
意
味
す
る

o
そ
れ
は
飽

〈
宮
で
企
業
者
1
D
心
理
的
な
働
き
で
あ
る
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
心
理
的
像
想
が
現
貨
の
費
化
と
一
致
す
る
か
官
官
酔
は
別
問
題
で
あ

る
。
従
っ
て
珠
想
費
動
率
は
究
際
に
は
い
づ
れ
も
未
知
数
と
し
て
取
扱
は
れ
る
。

而
し
て
上
掲
の
ニ
つ
り
式
を
顧
慮
す
れ
ば
、
企
業
家
ー
に
と
っ
て
の

利
潤
品
四
大
の
保
件
式
は
次
の
如
〈
書
き
替
へ
ら
れ
る
。

E
t
E
l
p
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可
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司
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同
日
可

m
w
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J

|

白
〔
?
と
内
喧
口
巴
l
l
p

k

也

M

m

E

t

，
.
(
叶
)
、

+ 

ダ
ン
ピ
ン
グ
白
調
論

七
七

第
五
器

第
四
十
六
巻

需要費動の内特は 1.購買者のJi}j-符の絶封矧の費動及r.;< z・購買者の所得白
相釣的構造的嬰動 (1間人の欲望の構法的蟹イl:、所得白階級的分配白書置化)の
二者である。 Schneider: a. a. O. S. 291. 
差別政策の賃施は特別な失費、伊lへば特殊な向ー楳のため白失費、特別な Book-
keepingのための失費等を要するからである。 J.Robinson:ゐid.p. ，89・
E王aberler: a. a. O. S.. 225・
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て
山
川
仰
は
次
の
如
〈
筒
草
化
さ
れ
る
。

司、
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M
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由
司
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開
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占
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-M.

也
〔
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ど
日
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む

p

由

M
吉

l
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由
〕

E
W時

白

]
T

，Z

i
l山

l
p
w
d巴
同
L
L
(
H
S、、

曲

M
門
戸
』
凶

戸三、、

Yol 

Yb宝、

以
上
の
結
果
を
鴻
括
ナ
れ
ば
、
十
個
の
未
知
数
同
、

側
、
灯
、
町
、
町
、
町
が
得
、

b
2。
従
っ
て
企
業
者
が
受
瑚
的
苦
言
採
り
、
珠
想
費
動
率
が
請
さ
れ
得
る
場
合
に
は
、
安
定
的
な
グ
y
t
y
グ

均
衡
が
成
立
す
る
。

Y町、

xal 、
X[ll 、

x.。、
Xbo 、
アct、

。圃れ
に
封
し
て
十
個
の
方
程
式
山
、
倒
、
句
、
側
、

mw

以
上
の
淀
明
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
通
り
、
不
完
全
多
占
の
下
に
於
て
は
、
企
業
者
が
受
動
的
態
度
を
採
り
、
競
争
者
の
慣
格
を
所

muと
見
で
自
己
の
伺
格
政
策
を
賀
胞
寸
る
場
合
に
の
み
安
定
的
ダ
ン
ピ
ン
グ
均
街
が
到
達
さ
れ
る
。
若
し
と
の
前
提
が
許
さ
れ
た
い

し
え
ゆ
れ
ば
、
多
占
有
聞
の
抗
争
は
相
手
を
配
服
し
て
完
全
制
」
山
に
準
く
れ
、
乃
奈
は
書
出
庁
間
陀
何
等
か
の
形
態
収
於
け
る
安
協
が

成
立
す
る
ま
で
繍
け
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
前
者
の
事
態
は
市
場
の
不
完
全
性
が
小
で
あ
り
、

且
つ
あ
る
企
業
が
そ
の
生
産
設
備
を
改

善
し
て
競
争
者
と
の
キ
ヤ
パ
士
ア
イ
の
差
迭
を
著
し
〈
擬
大
す
る
場
合
に
賀
ら
さ
れ
る
。
何
故
た
ら
市
揚
の
不
完
全
性
が
小
(
代
替
弾

力
性
大
)
で
ち
れ
ば
、

一
企
業
者
は
比
較
的
僅
少
左
債
格
引
下
げ
に
よ
っ
て
従
来
競
争
者
に
向
っ
て
ゐ
た
購
賞
者
を
自
己
に
奪
び
取
る

と
と
が
出
来
、

し
か
も
キ
ヤ
パ
シ
ナ
イ
の
差
淫
(
そ
れ
は
費
用
の
差
違
に
表
徴
化
さ
れ
て
ゐ
る
)
が
L

へ
と
た
れ
ば
、

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
増
大

し
た
企
業
の
供
給
債
格
は
競
争
者
の
極
小
平
均
費
刷
(
競
争
力
の
限
界
)
以
下
K
-な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
市
場
の
不
完

全
性
が
犬
で
あ
り
、
従
っ
て
債
格
を
可
成
り
引
下
げ
て
も
従
来
競
争
者
に
向
っ
て
ぬ
た
購
買
者
を
自
己
に
奪
ひ
取
る
と
と
が
出
来
事
.

且
つ
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
差
蓬
が
徐
り
大
で
た
い
場
合
に
は
、
競
争
は
首
事
者
に
と
っ
て
単
に
斗
争
費
用
の
空
費
を
意
味
す
る
だ
け
で

と
L
に
安
協
が
成
立
す
る
。
妥
協
の
内
容
は
債
格
協
定
、
数
量
協
定
、
庚
台
方
法
の
協
定
、
配
達
の
協
定
等
種
々
で
あ
り
得

あ
る
。

ダ
ン
ピ

y
グ
の
理
論

第
四
十
六
巻

七
七
五

第
五
都

五

No. 5， 

]ζurrenz-Preisbildung (1936)， S. 64・市場の不完全は個別企業の市場文配力を
帯大ずる一要因である。従って不完全多r1i者。個別需要は完全多市者の個別
需要よ Pもより非関力的であらう。
Kaldor: Market imperfecHon ano Exc-e<明 C~'-pacity，
(1935)， p・37f. Liefmonn-Keil: a. a. 0" S. 21 ff. 
完全濁占 D 場合には代替弾力性は守子、完全競守ーの場合には無限大、 不完全論

Economica. 35) 
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グ
ン
ピ

y
グ
の
理
論

第
四
十
六
巻

-~ 
ノ、

七
七
六

第
五
畿

る
。
正
日
々
は
こ

L
で
は
債
格
協
定
の
み
を
問
題
に
し
よ
う
。

と
の
問
題
は
具
酷
的
に
は
カ
ル
テ
ル
偵
格
と
ダ
ン
ピ
ン
グ
侭
絡
と
の
闘

係
に
闘
す
る
の
で
あ
る
。
畑
山
格
協
定
が
ど
う
言
ふ
黙
で
行
は
れ
る
か
も
ま
た
、
市
揚
の
不
完
全
性
の
程
度
及
び
個
々
の
企
業
の
キ
ヤ

バ
シ
テ
ィ
(
費
用
形
成
)
に
依
存
す
る
で
る
ら
う
。
市
揚
の
不
完
全
性
が
大
で
あ
り
従
っ
て
需
要
の
代
替
性
が
小
で
あ
れ
ば
、
個
h
k

の

企
業
は
倒
格
競
り
下
げ
闘
争
か
ら
大
た
る
放
呆
を
期
待
し
得
な
い
。
そ
れ
放
に
比
較
的
高
い
安
協
債
格
が
成
立
す
る
で
あ
ら
う
。

れ
に
反
し
市
揚
の
不
完
全
性
が
小
で
あ
り
伶
裂
の
代
特
性
が
大
で
あ
れ
ば
、
側
止
の
企
業
は
間
格
此
廊
下
げ
闘
争
か
ら
大
な
る
双
山
市
を

期
待
し
得
る
。
従
つ
で
比
較
的
低
い
所
京
協
航
絡
が
成
立
ナ
る
で
め
ら
た
っ
。
-
及
K
倒
A

の
企
業
め
キ
ヤ
メ
シ
テ
ィ
が
大
で
あ
り
、
個
L
R

の
企
業
に
於
て
費
用
逓
減
法
則
が
著
し
く
作
用
す
る
揚
合
に
は
、
安
協
偵
絡
は
比
較
的
低
〈
、
反
針
な
ら
ば
比
較
的
高
い
で
あ
ら
う
。

何
故
た
ら
個
h

の
企
業
に
於
て
費
用
遮
減
法
則
が
著
し
〈
作
用
す
る
揚
合
に
は
、
債
格
闘
争
は
し
か
ら
ざ
る
揚
合
よ
り
も
よ
り
燐
烈

化
す
る
で
る
ら
う
か
ら
。

い
ま
協
定
債
格
(
カ
ル
テ
ル
債
格
)
が
比
較
的
高
い
貼
に
定
ま
る
と
し
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
高
い
偵
絡
に
於
て
経
皆
オ
プ
テ
イ
T

ム

に
遣
す
る
諸
企
業
(
カ
ル
テ
ル
内
の
劣
等
企
業
)
は
、
生
産
の
大
部
分
を
関
内
市
揚
に
販
責
す
る
。

と
れ
に
反
し
低
い
岡
山
格
に
於
て
経
替

オ
プ
テ
イ
マ
ム
に
達
す
る
諸
企
業
(
カ
ル
テ
ル
内
の
優
良
企
業
)
は
、
可
成
り
大
き
左
飴
剰
能
量
を
持
つ
こ
と
に
友
る
。
換
言
す
れ
ば
優

良
企
業
は
な
ほ
可
成
り
大
き
友
量
を
逓
減
費
用
の
下
で
生
産
し
得
る
。
従
っ
て
優
良
企
業
は
可
成
り
大
規
模
友
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
行
ふ

と
と
が
出
来
る
。
次
に
協
定
依
格
が
低
い
黙
に
定
ま
る
と
し
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
高
い
慣
絡
に
於
て
経
営
オ
プ
テ
イ
マ
ム
に
建
ナ
る

諸
企
業
は
、
利
潤
の
低
下
を
忍
ん
で
従
来
と
ほ
ピ
同
一
の
量
を
園
内
市
揚
に
販
責
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
外
岡
市
揚
に
艶
化
が

こ
れ
等
の
企
業
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
販
貰
量
は
大
憾
に
於
て
不
援
で
あ
る
。

-
な
い
限
り
、

こ
れ
に
反
し
低
い
債
格
に
於
て
粧
品
百
オ
プ
テ
イ と

辛子の場合には正の右限値である。 Kaldor: ibid. P・ 3.~;・不完全競争の下に於
ては市場は」単一の大市場寸ではな〈して、謂は、~" c:{;相甘互lにて闘係ある詩市揚
の一ず叩つの網勺をなナ。 Liλiefmanr叩n
は布場の不完全に原囚しい、 或ひは企業者白敷が少書薮量であることに原困する0J1 

J. Ro品bi凹ns同5回on: ibid. p. 86. 従って不完全多占と不完全競争とは原理的には同
ーでるる。たど不完全競事理論の普通の取鼠ひに於ては、企業者の般が多数



マ
ム
に
達
す
る
諸
企
業
は
、
従
来
よ
り
も
よ
り
多
量
を
闘
内
市
揚
に
販
賀
す
る
。
従
っ
て
か
L

る
諸
企
業
の
徐
剰
能
量
が
縮
少
し
、

引
い
て
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
規
模
も
縮
少
す
る
。
従
っ
て
他
の
事
情
が
同
一
で
あ
れ
ば
、

こ
の
揚
合
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
畑
出
格
は
、
園
内
カ

ル
テ
ル
債
格
が
高
い
献
に
定
ま
る
揚
合
の
そ
れ
よ
り
も
高
い
。

一
般
的
に
言
へ
ば
カ
ル
テ
ル
債
格
が
高
け
れ
ば
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格

は
比
較
的
に
低
〈
、
従
っ
て
雨
的
格
の
差
迭
は
大
で
あ
る
。
反
針
に
カ
ル
テ
ル
一
似
格
が
低
け
れ
ば
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
は
比
較
的
に

高
く
、
従
っ
て
雨
債
格
の
差
遣
は
縮
少
す
る
日

し
か
し
乍
ら
以
上
の
考
察
は
短
期
的
に
の
み
受
賞
す
る
と
と
を
注
意
せ
ね
ば
友
ら
左
い
。
そ
乙
で
は
生
産
設
備
の
改
善
に
要
す
る

時
聞
が
興
へ
ら
れ
や
J

、
カ
ル
テ
ル
内
部
の
劣
等
企
業
は
低
い
カ
ル
テ
ル
恨
格
の
下
に
於
て
利
潤
の
低
下
を
忍
ん
で
従
来
の
ま
h
k
生

産
を
続
け
る
も
の
と
仮
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

若
し
こ
れ
等
の
企
業
に
そ
の
生
産
設
備
の
改
善
K
mー
す
る
時
間
が
輿
へ
ら
れ
る
た
ら

ば
、
生
産
設
備
の
改
善
に
よ
っ
て
従
来
の
劣
等
企
業
も
ま
た
そ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
績
張
す
る
こ
と
に
た
り
、
引
い
て
は
そ
の
ダ

y

ピ
ン
グ
の
規
模
も
増
大
し
得
る
。

こ
の
揚
合
に
は
カ
ル
テ
ル
債
格
の
低
下
は
、
同
時
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
債
格
の
下
落
を
招
来
し
得
る
。

以
上
は
カ
ル
テ
ル
債
格
の
高
低
が
ダ
シ
ピ
ン
グ
債
格
に
如
何
に
影
響
す
る
か
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
が
、
・
突
に
吾
々
は
ダ
ン
ピ

y
グ
が
カ
ル
テ
ル
債
格
に
如
何
に
影
響
す
る
か
の
問
題
に
容
へ
ょ
う
。
虹
叫
に
指
摘
し
た
通
り
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
下
に
於
け
る
個
別
企

業
の
園
内
販
買
は
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
生
産
が
不
援
の
限
界
費
用
の
下
に
於
て
行
は
れ
る
か
、
逓
減
限
界
費
用
の
下
に
於
て
行
は
れ
る
か
、

乃
至
は
滋
増
限
界
費
用
の
下
に
於
て
行
は
れ
る
か
に
庭
じ
て
、
或
び
は
不
受
ぜ
あ
り
或
ひ
は
増
加
し
或
ぴ
は
減
少
す
る
。
し
か
し
営

商
の
問
題
に
於
て
は
、
車
に
個
別
企
業
の
岡
内
販
賓
の
増
減
の
み
か
ら
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
結
某
を
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
友
い
。
何
故

注
ら
カ
ル
テ
ル
債
格
の
地
変
化
は
、
翠
に
一
企
業
の
園
内
販
賓
量
の
増
減
に
で
は
た
く
し
て
、

カ
ル
テ
ル
成
員
会
開
の
綿
版
費
量
の
鑓
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化
に
依
存
す
る
か
ら
で
あ
る
c

そ
と
で
正
日
々
は
突
の
様
に
与
一
口
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

七
七
八

第
五
競

" 

カ
ル
テ
凡
成
員
の
う
ち
逓
減
限
界
費
用
を
以
て
グ

ン
ピ

y
グ
を
行
ひ
得
る
優
良
企
業
の
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
後
の
関
内
債
格
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
前
に
比
し
て
下
落
す

る
で
あ
ら
う
。
何
故
た
ら
多
数
の
優
良
企
業
が
逓
減
限
界
費
用
の
下
に
於
て
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
行
へ
ば
、
彼
等
の
岡
内
販
貰
債
格
が
下

落
し
、
そ
の
岡
内
版
寅
回
一
畢
一
が
増
加
す
る
。
優
良
企
業
の
閣
内
販
資
債
格
が
下
落
す
れ
ば
、
他
の
劣
等
金
等
も
ま
た
利
潤
の
低
下
を
市
玖
白

ん
で
そ
の
版
官
償
絡
b
t
引
下
げ

F
る
を
得
な
い
。
さ
も
た
け
れ
ば
41
中
完
全
乍
ら
代
省
出
削
係
が
支
配
す
る
結
果
と
し
て
、
購
買
者
は
劣

等
企
業
を
児
奨
る
で
あ
ら
う
。
反
射
に
遊
物
限
界
費
削
を
以
て
し
て
の
み
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
行
ひ
伺
る
劣
等
企
業
の
教
が
多
け
れ
ば
多

い
ほ

E
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
後
の
闘
内
債
格
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
前
に
比
し
て
騰
貴
す
る
で
あ
ら
う
。
何
故
左
ら
多
数
の
劣
等
企
等
が
遁
増
限

旧
作
費
用
の
下
に
於
て
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
行
ひ
、
彼
等
の
圏
内
政
責
債
格
が
騰
貴
す
れ
ば
、
不
完
全
乍
ら
代
替
闘
係
が
支
配
ナ
る
結
某
と

し
て
、
多
く
の
需
要
が
劣
等
企
業
か
ら
優
良
企
業
に
移
動
す
る
。
か
く
し
て
一
俊
良
企
業
の
侭
格
系
列
も
ま
た
著
し
く
引
上
げ
ら
れ
、

引
い
て
は
カ
ル
テ
ル
債
格
の
一
般
的
騰
交
が
賢
ら
さ
れ
る
。
若
し
す
べ
て
の
企
業
が
不
唆
の
限
界
費
用
の
下
に
於
て
ダ
ン
ピ
ン
グ
を

行
ふ
揚
ム
口
に
は
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
は
園
内
債
格
に
何
等
の
影
響
を
も
及
ぼ
さ
な
い
。

.晶.
~、

結

言

以
上
に
於
て
主
口
々
は
マ

y
テ
マ
、

ら
か
に
し
、
同
時
に
彼
等
に
於
て
未
展
開
友
若
干
の
賠
を
補
足
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
し
か
し
問
題
は
決
し
て
以
上
で
蓋
き
て
ゐ
る

ハ
1
パ
ラ

1

ス
ツ
イ
ゲ
テ
イ
等
の
現
論
に
よ
り
つ
込
ダ
ン
ピ
ン
グ
理
論
の
今
日
の
水
準
を
明

わ
け
で
は
な
い
。
寧
ろ
ダ
y
ピ
ン
グ
理
論
の
完
全
な
展
開
は
今
後
の
問
題
で
あ
る
と
言
つ
で
も
過
言
で
は
左
か
ら
う
。

先
づ
第
一
に
競
争
的
貿
易
政
策
か
ら
漏
出
耐
貿
易
政
策
へ
の
移
り
行
き
、
従
円

J

て
グ
ン
ゼ
ン
グ
の
愛
生
的
友
説
明
が
要
求
せ
ら
れ

A. C. Pigou: Economics of Welfare p. 222 f.; Liefmann-Keil: a. a. O. S 
61 f.; Barone: a. a. O. S. 190 f.; Pesl: Das Dnmpi.ng S'.. 4・
正確には最劣等企業(限界企業)以下の劣等企業の閥内版買は幾分智加しr
y ピシグ販買は幾分減少する。
Szigeti・a.a. 0.. S. 531.しかしこの場合にはF ンピ yグ情緒もまた妥協債格
であることを注意せねばならない。
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る
。
し
か
も
か
t
A

る
動
的
後
展
的
現
象
の
説
明
は
、
資
本
全
義
の
成
長
の
内
的
法
則
性
よ
り
し
て
の
み
可
能
で
あ
り
、
単
純
友
均
衡

理
論
の
坪
外
に
出
や
る
問
題
で
る
ら
う
。
ま
た
資
本
主
義
企
業
に
封
ず
る
岡
一
家
的
干
渉
が
強
化
さ
れ
る
現
賓
の
傾
向
を
顧
る
と
き
、

現
賓
の
企
業
活
動
は
経
済
的
合
理
主
義
の
み
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。
そ
こ
に
は
謂
は
ピ
資
本

家
的
合
理
的
計
算
と
図
家
的
園
民
的
非
合
理
的
計
算
と
が
入
り
混
っ
て
作
用
し
、
企
業
活
動
は
恐
ら
〈
マ
ー
シ
ャ
ル
の
言
ふ
『
安
協
踊

利
』

(
U
G
E司

5
5
E
r
s
o
p
に
似
た
原
理
に
よ
っ
て
支
配
せ
ら
れ
る
で
る
ら
う
。
従
っ
て
ダ
ン
ピ
ン
グ
割
論
の
現
賓
化
を
企
て
る
人

々
は
、
企
業
活
動
の
か
L
る
非
合
理
的
危
要
素
を
無
閥
し
で
は
な
ら
な
い
。

第
二
に
そ
れ
等
の
超
越
的
た
渚
問
題
を
刊
に
し
で
も
、
及
ぼ
内
，
在
的
に
多
く
の
問
題
が
浅
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
若
々
の
展
開
は

主
と
し
て
部
分
均
衡
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
て
印
刷
り
、

そ
と
?
は
山
平
に
常
設
商
品
市
場
に
於
け
る
ダ
ン
日
ヒ
ン
グ
の
作
用
の
み
が
取
扱
は

れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
た
U
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
部
分
的
形
相
の
み
が
説
明
ゼ
ら
れ
た
。
若
し
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
一
般
的
形
相
を
明
ら
か
に
し
.

ダ
ン
ピ
ン
グ
が
一
綜
合
経
済
会
鑓
に
及
ぼ
す
一
般
的
作
用
を
知
ら
う
と
思
ふ
た
ら
ば
、
五
口
々
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
つ
い
て
一
般
均
衡
論

的
考
察
を
行
は
ね
ば
注
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
更
に
ま
た
濁
占
的
貿
易
現
象
を
問
題
と
す
る
揚
合
、
従
来
大
多
数
の
人
K

が
行
っ
て
ゐ

る
様
に
、

一
物
一
債
の
法
則
が
支
配
す
る
完
全
市
場
を
前
提
す
る
こ
と
は
飴
り
に
も
非
現
貧
的
で
あ
る
。
五
口
々
は
不
完
全
多
占
の
下

に
於
け
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
問
題
と
し
た
際
に
従
来
の
理
論
に
謝
す
る
一
つ
の
補
足
を
試
た
。
ま
た
周
知
の
様
に
既
に
ケ
ア
ン
ズ
に
由

来
す
る
無
競
争
集
圏
の
理
論
は
、
圏
内
持
働
市
場
の
不
完
全
、
印
ち
園
内
弁
銀
水
準
の
不
均
等
と
-
一
一
口
ふ
事
買
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
倖
統
的
貿
易
理
論
に
一
の
重
大
な
修
正
を
加
へ
た
。
し
か
し
吾
々
は
持
働
の
み
な
ら
や
商
品
一
般
に
つ
い
て
不
完
全
市
場
を

前
提
せ
ね
ば
友
ら
な
い
。

こ
L
に
不
完
全
競
争
理
論
の
貿
易
現
象
へ
の
遁
用
と
言
ふ
貿
易
論
一
般
に
と
っ
て
の
大
き
左
課
題
が
浅
さ

れ
て
ゐ
る
。
(
一
九
三
八
年
一
月
九
日
)
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